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 要  旨 

本論文では，ロボットが身体性を利用することで取得する視覚・聴覚・触覚のマルチモーダル

情報を用い，総合的に物体のカテゴリ分類を行う計算機構を提案する．ロボットは，複数の情報

を利用することにより，今まで画像だけでは分類することができなかった物体であっても分類す

ることができるようになり，より人間の感覚に近いカテゴリを形成することが可能である． 
提案するアルゴリズムはグラフィカルモデルに基づいており，物体のカテゴリゼーションはそ

のパラメータである条件付確率を推定する学習の問題となる．提案手法は教師なし学習であるた

め，人間が正解を教えることなくロボットの自律的なカテゴリゼーションが可能である．また，

学習結果を利用した未知物体のカテゴリ認識や，カテゴリを通した機能の確率的推定も可能とな

る． 
さらに本稿では，マルチモーダルカテゴリゼーションにより形成された概念を基に，単語の意

味を接地する手法を提案する．提案手法では，入力されたマルチモーダル情報に対応する単語を

確率的に推論することや，単語からその単語が指す概念を推定すること，さらに単語とモダリテ

ィとの結びつきを求めることが可能となる． 
 本論文では，提案するアルゴリズムを実際のロボットに実装することで，提案手法の有効性を

示す． 
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